
三瀬・南川副・松梅各公民館共催事業   

山海3館がリモートで 「山海よかとこ交流会」  

 3月25日(金)､三瀬公民館において､南川副、松梅及び
三瀬の3公民館が共催で交流会を行いました。当初は､全
員が南川副に集合して行う予定のところ、コロナ禍で中止
も検討のうえ、皆さんの熱意でリモート開催となりました｡ 

 参加したのは各校区それぞれ10名程の有志。各校区毎
に事前検討会を行い、一人が1つの“よかとこ”をテーマに
準備して臨みました。 

  本番では、カメラを前に緊張される方も見られましたが、
ご自分のお気に入りのテーマでもあり、多くの方々が制限
時間を超える熱弁をふるっておられました。 

 紹介されたのは、それぞれの地域
の自然とそれがもたらす食材や景
観、歴史が培った伝統、時代的な思
い出、そして地域を支える産業等でし
た。一時にこのような話を聞けるのは
とても貴重な時間だったと思います。  

三瀬校区ニュース 

三瀬村､それぞれの新しい門出  

 去る3月11日から4月12日にかけ、小中一貫校三瀬校及
び三瀬保育園において、それぞれ卒業・入学及び卒園・
入園の行事が営まれました。 

 三瀬校では、中学部から14人
(男子5人、女子9人)、小学部から
12人(男子女子各6人)が卒業し、
新しく、中学部へ11人(男子6人、
女子5人)、小学部へ6人(男子4
人、女子2人)が入学しました。三
瀬保育園ては、5人(男児3人、女児2人)が卒園し、3人(男
児1人、女児2人)が新入園しました。 

 三瀬校合同入学式では、小学部校長より①やる気②や
さしさ③えがおを 毎日学校に持ってくるよう、また、中学
部校長よりは､3つの「せ」①先見性②積極性③責任感を
身に着けるよう要望されました。皆さん頑張ってください！ 

「せせらぎみつせ館」 新年度のご挨拶 

 令和4年度を迎え、3年目のコロナ禍や2月来のロシア
のウクライナ侵攻により、食糧から安全保障の枠組みに
いたるまで様々な分野に影響が及び、社会の既存の価
値観やシステムの変革さえ求められています。そして、こ
ういった大きなうねりの中に、三瀬村の過疎化等の基本
的な地域課題があり皆様の日々の人生があります。 

 公民館や図書館は、皆様の自己
実現や地域社会形成のための学び
をお手伝いすることを使命として、新
年度も関係機関や様々な地域団体
の皆様と共に、少しでも時代の要求
に適う運営ができるよう努力したいと考えております。 

 本年度もご指導ご鞭撻をよろしくお願い申し上げます。 

三瀬公民館主催講座 

クラフトバッグ作り教室(4回講座)  

 クラフトテープを使い、きれいなバックを作ってみません

か？初心者でも基礎から教えます。手先や頭を使っても

のづくりもをすることで、脳の活性化に役立ち、生きがいづ

くりにもなります。４回とも参加可能な方が条件です。 

10:00～12:00 

三瀬公民館大会議室  川浪早苗さん 

10名  1,000円（材料費）  

三瀬公民館 ☎56-2003 

三瀬校区ニュース 

聞き入った「小さな拠点づくり検討会 年度報告会」 
 去る3月30日(水)三瀬公民館において、昨年4月以降実
施された佐賀市地域政策課主催の「小さな拠点づくり」検
討支援事業についての成果報告会が、同事業の中心に
立たれた持続可能な地域社会総合研究所所長の藤山浩
氏により行われました。同氏は、三瀬の人口流出は予想
以上に厳しく、今後5年以内に人口安定化の具体的な取
り組みが必要だと述べられ、その安定的なモデルの紹介
がありました。また説明の中では、人口を回復し安定化さ
せる様々な例や知恵を紹介され、三瀬の参加者による
ワークショップを通してイメージアップを行ったことを報告
されました。そして、結論として、三瀬村においても、①ま
ちづくり等の自治組織、②地域の産業等に関わる地域経
営会社、そして③地域のコミュニ
ティー活動の場となる小さな拠点を
つくることが必要だということを述べ
総括されました。 
 真剣に聞き入った報告会でした。 

中学部卒業式 

公民館からのお知らせ 

 恒例の三瀬公民館 「神代勝利パネル展」 

 昨年度に引き続き、7月15日まで、郷土の英雄「神代勝
利」に関するパネル展を行っています。 

 戦国時代に肥前佐賀で活躍した武将、神代
勝利。頭の良さ、勇ましさ、心の正しさをもって
山内(さんない)26カ山の人々を強い絆でまとめ
た勝利の一生を、分かり易く展示しています。
佐賀や三瀬を理解し若い世代へ伝えるための
気軽な学びの場として、是非ご利用ください。 

地域ニュースの枠は、不要です。 人口は､以下の内容 

令和4年3月末現在 人口:1,175人､男:571人､女:604人､世帯数:481世帯 

三瀬公民館及び三瀬校区 

最近の動きと向こう一月間の主な予定   

クラフトバッグ

佐賀市のwebサイト 「つながる三瀬」  
  佐賀市ホームページで､公民館関係活動の
ほか、三瀬における皆様の学びや地域課題
や行事などの情報をお伝えしています。 

三瀬校区ニュース 

 地域おこし協力隊 河島佑樹さん 着任 

 去る2月21日､「佐賀市地域おこし協力隊」に河島佑樹さ
んが着任されました。今回は、地域の農業振興が目的
で、地域の住民や団体への支援活動等を通
して、将来的には定住し、地域活動の担い手
になってもらうことも期待されています。 

 河島さんは、静岡県出身で現在34歳。誇り
ある仕事を求め応募されたそうです。最長3年
間は三瀬支所に席を置き、農産物直売所運
営支援、農村集落内の活動支援及び農業と観光を一体
化した事業展開の検討等を担当されるそうです。 

おはなし会のご案内 

市立図書館三瀬館からのお知らせ 

＜CD＞ 

♪ROMANCE/宮本浩次 

♪あの歌１・２/上白石萌音 

♪ご当地演歌ベスト 決定版 

♪一年中あそべる!こども目線の新・行事ソング&BGM 

♪フィギュアスケート名曲ベスト 決定版   他 

☆新しいCD・DVDの紹介☆ 

＜DVD＞ 

♪朝が来る（邦画）      ♪天気の子（子ども） 

♪騙し絵の牙（邦画）     ♪あの夏のルカ（子ども） 

♪元気法話/瀬戸内寂聴（教養） 

♪あいねこ～世界５大猫スポット・相島のねこたち～他 

三瀬校区ニュース 

 小･中学部から 卒業前に2つの地域活動 

 去る3月、三瀬校から2つの活動の公民館訪問がありま
した。一つは小学部6年生で、愛媛県の有志の方々がコ
ロナ禍で生まれた差別・偏見を無くそうと呼びかけるため
に作ったシトラスリボン・プロジェクトで
す。生徒達は、「シトラスグリーンの3
つの輪で作ったリボンを身に着けて、
このプロジェクトに取り組みましょう。」
と呼び掛けてくれました。  

 もう一つは中学部3年生です。生徒
達は、1～2年生と学んできた三瀬村
のことを「人・伝統」、「自然」、「観光」
及び「食」のテーマに分けてまとめ、各
テーマ毎のパンフレットやチラシを作

成し、それらを普及したいと公民館に届けてくれました。
現在も公民館に展示していますので是非ご覧ください。 

三瀬公民館主催事業 

第1回ニュースポーツ教室 「輪投げ」 
 三瀬村は、40パーセントを越える高齢化率。しかし皆さ
ん､まだまだ村の原動力でいらっしゃいます。三瀬公民館
では、そういう方々の健康維持のため、三瀬村の老人クラ
ブ及び体育協会と連携して、今年度も
ニュースポーツ教室を開催します。今年
度は、皆さまのリクエストにこたえ､4月14
日､「輪投げ」で第1回目の教室をスター
トしました。簡単そうですが、頭も体も使
い､楽しい時間はあっというまでした｡ 

三瀬公民館からお知らせ   

 「公民館予約システム」運用開始   スマホからでも  

 去る4月1日より､スマホ等を使ってご自宅
や出先からでも、公民館の利用申し込みが
できるようになりました。 ただし、初回のご利
用日までに利用登録が必要ですので、窓口
にてお手続きをお願いいたします。 

三瀬校区ニュース 

文化連盟「三瀬支部ミニ文化発表会」   

 3月16日(水)三瀬公民館において、文化連盟三瀬支部
の発表会が開催されました。参加したのは日頃から切磋
琢磨の練習を積み重ねてきた加盟7団体の方々。コロナ
禍で昨年は中止となっていた中、皆さん、待ってましたと
ばかりの勢いで、それぞれ演奏
や踊りを披露してくださいまし
た。発表の合間のメンバー間の
交流も盛り上がり、三瀬音頭の
総員踊りで締めくくりました｡ 

 5月21日(土)午前10時30分から、たのしいおはなし
を準備してお待ちしております。 

  ぜひご参加ください。           ☎56-2007 

 三瀬公民館職員交代 ４月１日付け 

杠 隆 行   千 住 雅 彦

 4年間、皆様に

は 大 変 お 世 話

になりました。 

 ありがとうござ

いました。 

支所を含め７年

ぶり、３度目の三

瀬です。 

 経験を生かし

て頑張ります。 
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